

































形態学」に対するアプローチを提唱し、それらと行動論研究との親和性を示す（第 2 節）。 
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論  文  名 後期旧石器時代石刃石器群の機能形態学的研究 
 
本論文は、東北日本後期旧石器時代を研究対象とし、石刃石器群の内容と特質について、考古学の
立場から実証的に考究したものである。山形県域の資料を中心に、技術組織論に立脚する新たな機能
形態学という視点から、石器の横断面形や平面形に着目し、石器組成と製作技術、機能と遺跡間変異、
形態的特徴など、多面的な再検討を行なった。論文全体は、序章、終章を含む８章から構成される。 
序章では、石刃石器群の研究目的について、行動論という理論的背景と石器形態学という方法論に
関し、本論文の問題提起を行う。第 1章では、研究史を整理し、ビンフォードによる技術組織論など
の諸概念を論じる。方法論として幾何学的形態測定学と三次元形態計測を用いる新たな機能形態学を
提唱する。第２章では、山形県域の石刃石器群の対象資料を提示する。各遺跡の立地、編年、出土状
況、空間分布、石材などを詳述し、高倉山遺跡ほか東北大学考古学研究室による発掘調査成果も活用
する。第３章では、実験考古学の手法により「基部加工尖頭石器」の分析を行う。複製石器の刺突実
験から、石器形態、作業条件、使用痕の間に、相互関係を探る。第４章では、石刃石器群の技術的、
機能的多様性を、客観的指標を用いて各遺跡間で評価する。使用痕分析の集成、諸属性の計量化、石
器の横断面分析、石刃およびナイフ形石器の平面形状の楕円フーリエ解析、さらに最新機器による三
次元形態解析を試行する。第５章では、東アジア的視点から広く「基部整形石器」の類似を取り上げ、
韓国ジングヌル遺跡、東北日本、九州の事例を属性分析と平面形状の楕円フーリエ解析により比較し、
系統関係や機能的相似について試論的に考察する。第６章では、石刃石器群の多様性を、狩猟採集民
の移動と居住の方策と関連させて論じる。頁岩原産地地帯の東山石器群に関して、石器の計量的分析
の結果を、集団の移動形態という面から宮城県域まで含めて考察を試みる。終章では、全体を総合的
にまとめ結論とする。 
本論文は、型式学と人間集団論、また技術形態学を前提とした、従来の石刃石器群理解に対して、
形態的な多様性を認識し解釈していくための、新たな理論的観点と具体的方法を提示するものであ
る。実験考古学の条件設定や石器属性の数量的操作には、なお今後の課題も残すが、資料分析の方法
は着実であり、説得力を持つ。本論文は、旧石器時代研究への、重要な問題提起と評価でき、斯学の
発展に資するものである。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資
格を有するものと認められる。 
 
 
